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は じめに
東アジア において副葬品な どとして墳墓に埋納 され る器物 としては,土 器や 陶器
が主体 とな るが,そ れ以外 には装飾 品や武器 ・武 具な どが主体 をなす。 しか しなが
ら,稀 にではあ るが,こ の よ うな典型的な遺物 のほかに,鉱 物であ る雲母 が発見 さ
れ ることが ある。雲母が墓や古墳 か ら出土す るのは,中 国,朝 鮮 半島,日 本列 島で
あ り,古代 の東ア ジアにおいて雲母の墓への埋納が行 われていた ことを示 している。
筆者 は以前,古 墳 時代 お よび朝鮮 三国時代 の墳 墓か ら出土す る雲母片 につ いて,
若干の集成 と考察を行 った ことがある(門 田誠 一1999)。 その際には,中 国の古代
墳墓か ら出土す る雲母 は補足的に取 り上げたに とどまった。その後,漢 代 か ら南北
朝期 にいた る墳墓 出土の雲母について,若 干の事例 を得 たため,現 状 にお ける一応
の知見 と雲母埋納 に対す る現在の私 見を述べてお きたい。 なお,こ こにあげた 中国
古代墳墓にお ける雲母 出土 の事例は,積 極的な集 成 による成果ではな く,そ の意 味
で管見の域 を出ない。論題 に略論 とした所以であ る。 これ まで,古 代墳墓 か ら出土
す る雲母片 については,中 国のみな らず広 く東ア ジアの信仰 ない し精神習俗 と深 く
関係す るに もかかわ らず,従 前は関心を呼ぶ ことが少なかった。知見の集成や文献
記載 との関連か らも,未 成 な段階であえて,稿 を示すのは,こ の よ うな問題 関心 が
高 ま り,雲 母 出土墳墓 の知見が増加す る契機 とな ることを望むた めである。
そ のよ うな 目的意識 か ら起 こすべき本稿は,ま ず,東 アジアにお ける雲母埋納 に
ついての従前の研 究をみ た後,中 国古代 の墳墓か ら出土 した雲母片の管見の事例 を
暼見 し,こ れ についての若干の私見を述べて,こ れまで注意 され ることのなかった
墳墓 出土の雲母 についての初歩的な知見を提示す ることを目的 とす る。
1.東 ア ジアにおける雲母埋納習俗に関す る研究略史
東 アジア において,古 代墳墓か ら雲母が出土す る事実は,ま ず朝鮮三国時代 の墳
墓 の調査 において注 目され た。
具体 的には朝鮮三国時代 の墳墓か ら出土す る雲母片が報告 され,基 本 的な知 見が
加 え られた嚆矢 となったのは古新羅古墳の調査 か らであった。金鈴塚の発掘調査 で
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は積石木槨 内の木棺 に点在 して,雲 付片(白 雲母)が 発見 され,報 告では一端に孔
が あ り,他 の物資 に付 け られた可能性が示唆 されて いるが,散 布 した範囲か らみ て
被葬者の衣類 に付 け られた ことは否定 されている。報告がな された時点では雲母片
は東ア ジアにおいて類例が知 られ ない とされ てお り,ア メ リカ北部 の雲母使 用の民
俗例が あげ られ ている。新羅古墳 か ら出土す る雲母片 に注意 し,詳 述 したきわめて
早い時点での論及 と位置づ けられ る(梅 原末治1932)。
お な じく慶州 の古新羅古墳である皇南里第82号 墳では,東 側 の主槨 木棺 内にお
いて,雲 母 は遺骸 の鍔帯の下や頸飾 りの付近 か ら多 く出土 していることか ら,報 告
者 は衣 服につ け られた理路 の よ うな懸垂装飾 物で あろ うと推 定 され た(有 光教一
1935)0
また,日 本 の古墳か ら雲母片が出土す ることは,個 別報告 として はな されていた
が,こ れに関 してふれた専論 はみ るこ とはなかった。 これを うけて,筆 者 は古墳 出
土 の雲母片 について,現 時点での報告例 を中心に集成 を行 うとともに,朝 鮮 三国時
代 の墳墓か ら出土 した雲母片について も事例 を示 し,若 干の中国古代墳墓の出土例
と比較,検 討 した。その際,本 稿 でも述べ る神仙思想 ・道教 の文献 にみ られ る仙薬
としての雲母 の記載 と墓の内部に埋納 して,遺 骸 の腐敗 を防 ぐ,と い う二つの雲母
の効用 に注 目した。そ して,こ れ らは ともに水 に腐朽せず,火 にも耐 えるとい う仙
薬 として重用 され る雲母の性 質か ら出てい ることか ら,墳 墓に雲母片 を埋納するこ
とは神仙 思想 に基づ く道教的な習俗で あると論 じた(門 田誠 一1999)。
い っぽ う,管 見 の限 りでは中国古代の墳墓 か ら雲母が出土す るこ と自体について,
包括的な論 考は寡 聞に して知 らない。そのなかにあって,謝 明良氏 は六朝陶磁器 に
関す る論考 のなかで,西 晋代 の墳墓 出土品の一例 として あげている(謝 明良2006)。
また,個 別 の事例 に関 しては,北 周 ・田弘墓 の報告書で,報 告者 は 「輿」または
「輦」の装飾 として雲母が使用 されていた可能性 を示 した(原 州聯合考古隊2000)。
この よ うに魏晋南 北朝期 に該 当す る東 アジアにお ける葬 送習俗 としての雲母 の
埋納 について,と くに中国での出土例 については,現 今では専論 として の研究は寡
聞に して知 らない状況で ある。
2.中 国古代墳墓 における雲母埋納例
ここまで研 究史の摘要のなかで,お りにふれ て暼 見 して きた 日本 の古墳時代お よ
び朝鮮三国時代 の雲母片出土例以外 に,中 国の漢代 か ら南北朝にかけての墳墓に雲
母片 が埋納 される。以下では,管 見 の限 りで,こ の時期 の墳墓の雲母 出土例 を暼 見
し,次 項以下での文献 との相関的な検討 に資す ることに したい。
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(1)陝 西 省 咸 陽 ・師範 学 院 科 技苑 工 地楼 基 内1号 漢 墓(劉 衛 鵬2006)
2006年 に発 掘 調 査 され,簡 報 が提 示 され て い る。M1は 大 型 の多 室 墓 で,東 西 方
向 に築 かれ,平 面形 は 「甲」 字形 を呈 す る。 墓 道,耳 室,墓 室 と陪 葬 坑 か ら構 成 さ
れ,全 長 は25.4m,深 さは14mを 測 る。
南 側 に3室 と北側 に2室 の耳 室 が あ り,車 馬 を 中心 と した大 量 の 遺 物 が 出土 した 。
墓 道 の西側 に 近接 して,1基 の 陪葬 坑 が発 見 され て お り,す で に盗 掘 を受 け て いた
が,こ こか ら陶 耳杯 片 や 獣 骨 と とも に大 量 の青 緑 色 の 雲母 片 が 出土 した。
墓 内 か らの 出 土 品 と して は,鉄 釜,五 銖 銭,銅 製 四葉 座 形 金 具,陶 罐,陶 製 奩 な
どが あ り,こ れ らの 出土 遺 物 か ら,後 漢 晩期 頃 と推 定 され てい る。
(2)河 南省泌陽 ・板橋31号 墓(河 南 省文化局文物工作隊1958)
河南省泌 陽県で1951年 に発掘 された31基 の墳墓の うち,23基 が漢代 に属す と報
告 されてい る。そのなかで31号 墓 は二つ の耳室 と二つの後室 を備 えた複室の磚室墓
で,と くに甬道部分 に多数の副葬遺物 が残存 していた。 この甬道 に置 かれた陶器 や
陶製明器 とともに雲母片が出土 してい るこ とが,平 面図 と遺物の出土位置図お よび
出土遺物一 覧表 によって知 られ る(図1-1)。 報告書では,こ の31号 墓 の築造時期
は,同 時に発 見 された墓の墳墓 とともに後漢晩期 とされてい る。 出土遺物の詳細が
報告 されていないため,時 期推定は難 しいが,31号 墓 が複雑 な構造 の複室墓である
こ とか らみる と,後 漢代で も後半期 に属す ることは推定 して よかろ う。
この事例 は漢代 の墳 墓か ら雲母片 が 出土す るこ とを報 じた早い 時期 の報告 であ
り,そ の点で重要 である とともに,雲 母 片の出土位置が図示 されてい る点でも,1950
年代の報告 としては貴重である。 これ によって,後 漢代の墳墓 では,甬 道に陶器 な
どの副葬 品 とともに雲母片が置かれ るこ とが知 られ た。
(3)敦 煌 ・仏爺廟湾3号 墓(甘 粛省敦煌県博物館1983)
敦煌では東晋 の 「咸安五年」(375年 。ただ し実際 には咸安 の元号は2年 まで)の
紀年 を朱書 した陶罐が出土 した仏爺廟 湾3号 墓か ら雲母片の出土が報 じられている。
墓室は方形 を呈 し,甬 道側 の二つの隅が 円形 にふ くらみ をもつこ とが,こ の墓 の平
面形 の特色 である。東西に二つ の木棺 が置かれ,東 側棺内では被葬者 の胸にあたる
部分か ら雲母片 が3片 出土 した と報告 されてい る(図1-2)。 雲母片 は平面形 が円形
を呈 し,直 径2cmで あ り,円 孔が穿 たれ ていた。このこ とによって,雲 母 が被葬者
の服飾 品や遺骸 を覆 うための繊維製品や革製品な どの有機 質の素材 に付 けられ てい
た装飾 であるこ とが推定 され る。
この例 か らは,東 晋代に併行す る前涼か ら後涼 の時期 に,西 域 において も,葬 送
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図1-1河 南省泌陽 ・板橋31号 墓(甬 道部分34が 雲母片)
図1雲 母片出土墳墓
中国古代墳墓出土の雲母片略論217
に際す る雲母 の利用 が存在 した ことを示 している。
(4)山 東 ・曹植墓(劉 玉新1999,護 善煥1996)
山東省東阿県の魚 山西麓 にあ る曹魏 の東阿王曹植 の墓 とされ る遺跡 である。 この
墓 は甬道,前 室及び後室の三つで構成 され る博室墓で,前 室は正方形 で,4.35㎡ で
あ り,後 室は長方形 で長 さ2.20m,幅1.78mで あった。前室の天井 はアーチ形で,
後室 と廊下(甬 道)の 天井は穹 窿状天井で ある。
後室 には棺 が置 かれてお り,出 土遺物 として は,主 体は陶器や陶製明器 であるが,
その他には瑪瑙製垂飾 な どの装飾 品も出土 してい る。棺 の内部は3層 の堆積物 が認
め られた。底層は約3cmほ どの厚 さで木炭の灰 を敷 き,中 間層には大 きさが豆 ほ ど
の朱砂 を,上 層は薄 く切 られた雲母片 で 日月星辰の模 様を造 った ものを敷 いてお り,
その上に,遺 体が安置 され ていた。遺 骸は雲母片 の上 に置かれていたが,発 掘 時点
では一部 を除いて腐朽 していた。出土遺物 としては陶器や陶製 明器が主体で,そ れ
以外 には壁や瑛な どの玉器や赤瑪瑙や 青玉な どの装飾玉があった。陶器 のなかには
肩 の部分 に 「丹薬」銘の印刻 のある四耳罐が あ り(図2-4),こ の墓の葬送思想 には
神仙思想お よび道教 的信仰が存在 した ことがわかる。 これによって棺 の内部 に敷 き
置 かれ た雲母 も,遺 骸保存 の 目的があった と考 え られ るが,そ の行為は陶罐の 「丹
薬」銘 に示 され るような神仙思想 お よび道教的信仰 によるものであ ることが類推で
きる。
(5)江 蘇 ・宜興 晋 墓(羅 宗 真1957)
1953年 に 宜興 県城 の 内 部 で2基 の前 ・後 室 か らな る複 室 の磚 室墓 が発 掘 調査 され
た。 この うち,2号 墓 か ら雲母 片2点 が 出土 した と報 告 され て い る。 こ の雲母 片 に
つ い て の記 述 と して は,色 調 が 白色 透 明 で あ り,「 朱 砂 」 が付 着 して お り,長 さが
2.2cmで 平 面 形 が 「半月 形 」 とあ るの み で,出 ± 位 置 や 出 土状 態 な ど につ いて の記
載 は な い。 た だ し,こ の 記載 か ら雲 母 に は穿 孔 な どは され て お らず,ま た漆 な ども
施 され て い な い た め,雲 母 片 と して 副 葬 され た もの と考 え られ る。
1号 墓 は 「元 康 七 年 九 月 廿 日陽羨 所 作周 前 将 軍磚 」 「元 康 七 年 九 月 廿 日前 将 軍 」
な どの有 銘 磚 の 出土 に よっ て,呉 か ら西 晋 に か け て の武 将 で あ り,元 康7年(297)
に死 ん だ周 処 の墓 で あ る こ とが判 明 して い る。 雲 母 片 が 出 土 した2号 墓 は盗 掘 を受
け て い た が,小 児 の人 骨 が 出土 した こ とか ら,夭 折 した と され てい る第4子 で あ る
周 靖 を含 め た周 処 の一 族 が葬 られ て い る と推 定 され て い る。 よって2号 墓 の築 造 年
代 も周 処 墓 とほぼ 同 時期 で あ り,3世 紀 後 半 か ら末 頃 と推 定 して よか ろ う。
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(6)南 京 ・仙鶴 観6号 墓(南 京 市博 物 館2001)
江 蘇省 南 京 市仙 鶴 観 墳 墓 群 の6号 墓 は単 室 の 磚 室 墓 で,墓 室 内 か らは東 西 に配 置
され た2基 の木棺 の痕 跡 が確 認 され た。 出土 遺 物 の様 相 をみ る と,東 棺 か らは鉄剣
が 副 葬 され て い た こ とか ら,被 葬 者 は 男性 とみ られ る。 西 棺 に は多数 の装 飾 品 が副
葬 され て い た こ とか ら,被 葬 者 は女性 と推 定 され る。 西棺 出土 の 遺 物 と して は,細
金 粒 細 工 の 蝉 形 冠 や銀 鼎 を は じめ とす る多数 の金 銀 製 品,漆 器,青 磁,玉 器,カ ッ
トグ ラ ス碗,水 晶 玉,雲 母 片,銀 鈴,金 鈴 な どが報 告 され て い る(図2-1)。 年 代 は
東 晋 前期 頃 の4世 紀 前 半 ～ 中 頃 と推 定 され て い る。 この 墓 は東 晋 の名 臣で あ る高俚
とそ の妻 の合 葬 墓 と推 定 され て お り,王 氏 一族 の象 山墳 墓群 と並 び,南 朝 墓 で は最
も充 実 した 内容 を示 して い る。
この墓 で は雲 母 片 が2箇 所 で発 見 され た こ とが報 じ られ て い る。 一 つ は副 葬 され
た 鑒 金 が施 され た蓋 付 の 銀 製 鼎 の 内部 か ら発 見 され た(図2-2)。 この鼎 は 口径2.3cm,
高 さ2.7cmと 極 め て小 型 で あ り,お そ らく,雲 母 片 を納 め るた め に 副葬 され た と考
え られ る。 内 部 か ら出土 した 雲 母 片 は,ご く少 量 で あ り,砕 片 とな っ て いた と報 告
され て い る。
ま た,こ れ とは別 に西 棺 内 の本 来 は遺 骸 が置 か れ て い た周 辺 か ら雲母 片 が 出 土 し
て い る。 雲 母 片 は 平 面形 が扇 形 と円形 とが あ り,扇 形 の もの は,残 存 長 が7.4cm,
幅 が2.7cmで,浅 い 陰刻 で周 囲 に圏線 と小 孔 とが施 され て い る。 円形 の 雲母 は残 存
径6cmで,周 囲 には 小 孔 が配 され て い る(図2-3)。
銀 製 鼎 の 内部 か ら出 土 した雲 母 は砕 片 の状 態 で あ る こ とか ら,後 にふ れ る文 献記
載 に み え る雲 母 粉 に該 当す る とみ られ,仙 薬 と して副 葬 され た 可能 性 がた か い。 ま
た,西 棺 の 内部 か ら出土 した 雲母 は装 飾 と して,器 物 か有機 質 の布 や 皮 な どの製 品
に付 け られ た もの と考 え られ る。
(7)江 蘇 ・丹陽呉 家村南朝墓(南 京博物院1980)
1968年 に丹陽で発見 された2基 の磚築墓の うち,呉 家村 の墓葬は平面凸字形 で甬
道 と墓室か ら構成 され る全長13.5mの 墓室 か らなる磚築墓である。 この墓 を構成す
る磚の なか には,壁 面には磚 を組み合わせ て画像 を構成す る磚画 があ り,そ の画題
が竹林七賢 と栄啓期を表現 してい る。
出±遺物 として は南朝墓に通有 の青磁類や 陶製 明器 などのほかに,特 徴的な もの
として,石 馬,石 製祭台な どがあった。その他 にも断片で あるが銀製装飾品や雲母
片が出土 している。雲母片に関 して,報 告書では 「雲母飾」 と記述 され てい るが,
具体的な雲母片 の出土位 置や出土状況お よび形 状な どの詳細は報告 され てい ない。
この墓 の年代 は出土遺物な どか らみて,南 朝 の斉代 に属する とみ られてい る。また,
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図2-1南 京 ・仙鶴観6号 墓(西 棺 内に雲母片が散在)
図2雲 母片出土墳墓 と関係遺物
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墓壁には 「竹林 七賢」 図磚画が嵌 め られていた ことか らも,皇 帝陵である可能性 が
たかい と考 えられ る。墓誌 などが出土 していないが,報 告書では呉家村南朝墓の被
葬者 として,文 献の記載 としては残 っていない南斉 の和帝で ある肖宝融 の恭安陵 と
推定 してい る。
(8)河 北 ・磁県北朝墓63号 墓(河 北省文物管理所1979)
魏 か ら北 朝にかけての都城で ある鄰城 遺址 の西北約6km地 点に所在す る河北省
景 県で発掘 された北魏代の高氏墓群のなかで,13号 墓 とされ た高雅夫婦 と彼 の娘 た
ちあわせて4人 を合葬 した墓 か ら,金 箔 とともに雲母片が発見 されてい る。 この墓
は 中央 の主 室に高雅夫婦 を埋葬 し,北 側 と東側 に耳室があってここにはそれ ぞれ第
2子 である高徳雲 と彼の長女で北魏 ・孝明帝の妃 となった高元儀 が葬 られてい るこ
とが,伴 出 した墓誌か ら判 明 してい る。高雅 は北魏末の煕平3年(518)に 死んだが,
東魏 の天平4年(537)年 に詔書 によって改葬 され てい る。報告文 に示 された図 を参
照す ると,こ の墓 では主室に葬 られた高雅 とその妻 の遺骸の周 りに散在 した状態で
金箔 と雲母 片が出土 してい る。雲母 は平面形が扇形 で紙 のよ うに薄 く,そ の 出土状
態 について,報 告者 は本稿で も後述す る 『太平御 覧』や 『西京雑 記』にみ られ るよ
うな墓内に撒かれた雲母 の記述 と一致す る とし,雲 母 片 と金箔は本来 これ らを綴 じ
つ けて衣服 の形態に仕 立て,死 体に着せ掛 けたものであって漢代 に盛行 した玉衣 に
類似 した もので,あ るいは玉衣の意味が残 ったものか もしれ ない と述べてい る。 こ
れが形骸的 な玉衣の遺制 である可能性 も考 え られ るが,そ れ よ りも,む しろ この よ
うな雲母の 出土例 は葬送習俗 の面か らは次にみるよ うな墓や埋葬 に関連 した雲母 の
記述 と関連す るもので あろ う。
(9)北 周 ・田 弘墓(原 州聯 合考 古 隊2000)
北 周(566～581)の 将 軍 で あ る 田弘 の墓 は 寧 夏 回族 自治 区固原 県 に あ り,発 掘調
査 に よっ て,墓 道,天 井,過 洞,甬 道 と主 室 ・後 室 ・側 室 か ら成 る墓 室 が 明 らか に
な った。 この墓 か らは,雲 母板 に金 箔 を貼 り付 けた後,忍 冬 文 な どの文 様 に切 り抜
いた 破 片345点 が 出 土 してお り,報 告 者 は 「輿 」 ま た は 「輦 」 の 装飾 と して雲 母 が
使 用 され て い た 可 能性 を考 えて い る。 た だ し,雲 母 片 を綴 じ付 け るた めの孔 が あ る
もの は見 出 され て い な い。 この こ とか ら,筆 者 は本 来,乗 り物 や 什器 な どに 用 い ら
れ てい た 雲 母 が 葬 送儀i礼 の過 程 で 散布 され た可 能 性 も考 慮 に いれ る必 要性 が あ る と
考 え てい る。
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3.装 飾 としての雲母
以上のよ うな実際の出土例の ほか に,文 献的には雲母は車駕 の装飾や屏風 な どに
用い られ た。
このよ うな雲母 を用 いた装飾 品は正史に もみ られ,た とえば新 の王莽は常に雲母
屏 面す なわち雲母で飾 った扇の よ うな ものを顔 の前 にか ざしていたた め,親 近す る
者 でなければ,そ の顔 を見 られなかった とい う(『漢書』王莽伝)。
また,西 晋や 劉宋 では,追 鋒車 ・雲母車 ・四望車 の制 があった とい う(『通典』
巻65・ 礼25・ 沿革25・ 嘉礼10・ 公侯 大夫等車輅)。 このよ うな雲母 車(あ るい は雲
母安車)と い う車駕 の正史 にお ける記載 は,管 見では 『隋書』礼儀志に北魏 の故事
として記述が最後 となることか ら,主 として南北朝以前に行 われた車駕の制で ある
と思われ る(『 隋書』礼儀志)。
劉宋代 の朝服 に関す る規定のなかで,純 金銀器 とともに雲母 の使用が禁 じられて
い るこ とか らみて も(『宋書』巻18・ 志第8・ 礼5),雲 母 は奢侈品 と認識 されてい
た ことがわか る。
『芸文類聚』 には 「雲母屏風 」 「雲母 扇」な どの雲母を装飾 として用いた器 物や
什器 がみ られ る(『 芸文類聚』第46巻 ・職官部2・ 太尉)。
雲母の屏風 を詠み込 んだ唐代 の詩 と して名 高い李商隱の 「嫦娥」の一節を引 くと,
「雲母の屏風,燭 影深 し。長河漸 く落 ちて,暁 星沈む。嫦娥 は応に悔ゆるべ し,霊
むす
薬 を偸 み しを,碧 海,青 天 夜夜 の心 」 とあ り,雲 母 を張 り詰 めた屏 風 に は ろ うそ く
の影 が深 々 と映 り,こ こで は雲 母 を 張 り詰 め た屏 風 に蝋 燭 の影 が 深 々 と映 り,ひ と
り寂 しい 夜 を過 ご してい る様子 を主 題 と して い る。
お な じく 「雲母 扇 」 は 『芸文 類 聚 』 の よ うな類 書 に は,詩 句 と して あ げ られ て い
る。 た と えば,贈 任 黄 門詩 にみ られ る雲 母 扇 の如 くで あ る(『 芸文 類 聚 』巻31・ 人
音K・15/貝 曽答)。
以 上 の よ うに,こ こで は文献 の記 載 を あ げ て,器 物 の装 飾 と して の雲 母 の 用 途 が
あ る こ と を示 した。
4.神 仙思想 ・道教 における雲母
装飾 としての雲母 の使用 に比 して,東 アジアの古代墳墓 か ら出土する雲母 を理解
す る際に参考 とな るのが,雑 録記事や説話 にみ られ る遺骸保存のために用い られる
雲母であ る。
た とえば,前 漢代 の雑事 を録 した とされ る 『西京雑記』 な どにみ える墳墓に関係
す る説話 があ る。 そ こには,つ ぎの よ うな雲母 の使用法がでて くる。春秋時代の晋
の幽王の冢 は高 く壮大で あったが,墓 門はす でに開いていた。石や漆 喰を取 り除い
222門 田誠 一
て1丈 余 りの深 さ に達す る と雲 母 が深 さ1尺 あま り積 もっ てお り,百 余 りの遺 骸 が
縦 横 に重 な りあ って い る の が見 えた が,す べ て 腐 乱 してお らず,た だ ひ と りのみ が
男 性 で あ と はす べ て 女性 で あ った 。 あ る者 は座 り,あ る者 は 臥 し,ま た あ る者 は立
って お り,衣 服 や 容 貌,顔 色 は生 きて い る人 と異 な らな か っ た とい う(『 西 京雑 記 』
巻6)。
戦 国 時代 の 魏 の 王 子 で あ る且 渠 の冢 は墓 穴 が浅 くて 狭 く,棺 や 枢 は な か っ た が,
た だ幅6尺,長 さ1丈 ば か りの石 の 寝 台 と石 の屏 風 が あ っ て,そ れ らの 下 に は いず
れ も雲 母 が あ っ た。寝 台 の 上 に は男 と女 の 二つ の屍 が あっ て,ど ち らも年 は20歳 ば
か りで,と も に東 枕 で あ っ て,裸 で 衣服 は なか った 。肌 艶 や 顔 色 は生 け る人 の よ う
で,鬢 や 髪 の 毛,歯 や 爪 もま た生 きて い る よ うで あっ た。 魏 王 は これ を恐れ 怪 しん
で敢 えて 近 づ かず,元 の よ うに扉 を閉 ざ して帰 った(『 西 京 雑記 』巻6)。
ま た,『 太 平御 覧 』 に引 く 「東 園 秘 記 」 とい う逸 書 に は,雲 母 で 死 体 を覆 う と,
死 体 は朽 ち は て ない と述 べ,そ の例 と して以 下 の話 を あげ て い る。 国 中で 第 一等 の
美 人 で あ っ た馮 貴 人(皇 后 につ ぐ女 官)が 亡 くな って 十数 年 後 に盗 賊 が 墓 を あ ば い
た と ころ,容 貌 は 生 前 の よ うで あ り,た だ 体 が冷 た くな っ て い た だ けで あ った の で,
盗賊 はみ な で 貴人 の体 を犯 した が,後 に捕 らえ られ た 。 この賊 が言 うに は貴 人 の棺
に は数 斛 の雲 母 が あ った とい う(『 太 平 御 覧 』 巻808所 引 ・東 園 秘 記)。
李 時珍 も 『本 草綱 目』 の な か で これ らの記 述 を と りあ げて お り,昔 の人 の話 に 聞
く と して,さ き にふ れ た 晋 の 幽 王 の墓 の 話や 馮 貴人 の墓 の 話 を紹 介 し,こ の よ うに
屍 体 が朽 ち な い の は家 中の棺 の 内部 に雲 母 を詰 め て いた か らだ と説 明 してい る(『本
草 綱 目』 金 石 部第8巻 ・雲 母 ・発 明)。
これ らは 事 実 を記 した もの か ど うか は別 に して も,中 国 古 代 人 た ち の雲 母 に対 す
る認 識 の一 端 を示 してい る もの とみ て よか ろ う。 す な わ ち,彼 らは雲 母 の もつ 霊 妙
な力 に よっ て,亡 骸 を生 きた 肉体 の如 く保 っ.ことで き た と考 えて い た の で あ る。
い っ ぽ う,こ の よ うない わ ば遺 骸 を保 存 す るた め の雲 母 とは別 に,神 仙 思 想 とこ
れ を うけ た 道 教 で は,仙 人 にな るた め の薬 す な わ ち仙 薬 と して の 雲母 の使 用 方 法 が
あ る。 仙 薬 とは い うまで もな く不老 不 死 の仙 人 とな る こ とを 目的 と して服 用 す る も
ので あ っ て,仙 人 に な るた めに は 良 き 師 に よ って精 勤 に学 び,ま た,名 山 に入 って
さま ざま な 修 行 を行 わね ばな らな い が,こ れ らの 目的 は仙 薬 をつ く る こ とに あ り,
これ を欠 い て は仙 人 に な る こ とは か な わ ない 。 ま た,ひ と くち に仙 人 とい っ て も,
段 階 が あ っ て 最 上 の もの と して,肉 体 はそ の ま まで虚 空 に昇 る天 仙,次 に名 山 に遊
び,あ るい は 名 山に入 っ てか ら昇仙 す る地 仙,そ の 下位 に は 肉体 と して の屍 体 を残
して 魂 の み 昇 仙 した り,屍 が な くな る屍 解 仙 が あ る。 そ して,仙 人 と して最 上 の天
仙 にな るた めの仙 薬 と して不 可 欠 の もの が丹 と金 液 で あ っ て,こ れ な く して は不 老
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不 死 を得 る こ とは で き な い(村 上嘉 実1956,吉 田光 邦1963・1972,ア ン リ ・マ スペ
ロ1966,窪 徳 忠1948,大 形 徹1992,吉 川 忠 夫1995)。
西 晋 に生 まれ,東 晋 に没 した 葛洪 の撰 に な る 『抱 朴 子』 内編 第4は 「金 丹編 」 と
して,仙 薬 につ い て述 べ られ て お り,そ こに 出て く る丹 に は多 くの種 類 が あ るが,
ほ とん どが 丹砂 す な わ ち,硫 化 水 銀 を 主成 分 と して,こ れ に砒 素化 合 物 や 硫 黄 な ど
を加 えた もの で あ る(『 抱 朴 子 』 内 編 第4・ 金 丹)。 ま た,金 液 は黄 金 を主 成 分 と し
た化 合 物 で あ るか ら,丹 や 金液 の精 製 に は莫 大 な費 用 が必 要 とな る。
この他 に仙 薬 と して 用 い られ る もの に は 玉 石 す な わ ち鉱 物 や 岩 石 そ して 植 物 な
どが あ り,後 世 にお い て復 元 を経 な が らも,最 古 の本 草書 と して知 られ る 『神 農 本
草 経 』 で は それ ま で の薬 物 を上薬,中 薬,下 薬 に分類 してい るが,雲 母 は この うち
120種 の 上薬 の な か に あ げ られ て い る。 雲 母 を含 む 上薬 とは 「養 命 」 す な わ ち命 を
養 う仙薬 と され て い る(『 神 農 本 草 経』 序録)。
『抱 朴子 』 内編 第11に み え る 「仙 薬 」 の1種 と して の雲 母 の記 載 をみ て み る と,
雲 母 には5種 類 あ っ て,み か け で は 区別 が つ か な い とい う。 ま た,雲 母 はそ の ま ま
で はな く,他 の鉱 物 等 と混ぜ 合 わせ た り,加 熱 した り,土 中に埋 め る な ど して か ら
服 用 す る とい う方 法 につ い て もふ れ られ て い る。 そ して,こ の よ うな もの を1年 間
服 用 すれ ば,あ らゆ る病 気 を 除 くこ とが で き るの で あ り,3年 間服 用 す れ ば 老翁 が
童 子 に も ど り,さ らに5年 間欠 か さず 服 用 す れ ば,鬼 神 を使 役 で き る よ うにな り,
火 に入 っ て も焼 けず,水 に入 っ て も濡 れ ず,棘 を踏 ん で も,膚 に傷 が つ か ず,仙 人
と会 い見 え る こ とが で き る,と して い る。 ま た,5種 類 の 雲母 は猛 火 の 中 におい て
時 を経 て も燃 えず,ま た,水 に永 く入 れ て お い て も腐 らず,そ れ ゆ え に人 を して 長
生 させ られ る ので あ る と述 べ て い る。さ らに は雲母 を10年 間服 用 す る と,そ の人 の
上 に 常 に雲 気 が覆 うな ど と述 べ られ て い る(『 抱 朴 子 』 内編 第11・ 仙 薬)。
雲 母 を用 い て仙 人 にな っ た例 と して,中 山(現 在 の安 徽省)の 衛 叔 は 久 し く服 用
して 雲 に乗 っ て飛 べ る よ うに な った,と あ る。 さ らに,そ の処 方 を玉 匣 に入 れ て 封
じて お い た が,本 人 が仙 人 に な った あ と,そ の子 で あ る度 世 と漢 の使 者 で あ る梁 伯
が この処 方 を手 に入 れ,そ の とお りに服 用 して み る と二 人 と も仙 人 にな っ て昇 仙 し
た,と い う話 が 載せ られ て い る(『 神 仙 伝 』 巻2・ 衛 叔 卿)。 お な じく葛洪 の 『神 仙
伝 』 に も雲 母 を服 用 して仙 人 に な った 例 と して衛 叔 が あげ られ て お り,こ こで も衛
叔 が 梁伯 に神 仙 にな るす べ を教 えた 時 に,梁 伯 が玉 匣か ら取 り出 した の は 「飛 仙 の
香 」 とい うも ので,そ れ は 五色 の雲 母 で あっ て,梁 伯 と子 の度 世 は これ を調 薬 して
服 用 し,仙 去 した とい う(『 神 仙 伝 』 巻2・ 衛 叔 卿)。
他 に も雲 母 を用 い た例 が 『列 仙 伝 』 にみ られ る。 この 書物 は前 漢 末 の劉 向 の撰 と
伝 え られ る が,一 般 に は これ は と られ ず,三 国 時代 か ら南 朝 頃 の作 とみ られ てい る。
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『列 仙 伝 』 の なか で,雲 母 を服 用 した仙 人 の代 表 的 な例 と して方 回 の 話 が あ げ られ
る。 彼 は 「堯 の時 の 隠 人 」 とい うか ら説 話 の 中 に生 きた の で あ る。 堯 に 閭 士 と して
招 かれ た彼 は雲 母 を練 っ て食 べ,人 民 の 中で病 あ る者 に も与 え た とい う(『 列 仙 伝』
巻 上 ・方 回)。
北宋 代 の太 平 興 国2年(977)に 勅 撰 され た 『太 平広 記 』は唐 代 まで の 野 史伝 記,
小説 諸 家 に み られ る神仙 お よび道 士,約350人 の説 話 が 収録 され てい る。 そ の な か
で 彭祖 は般 代 の末 にす で に767歳 で あ って,補 導 之 術 とい うもの を行 い,常 に 水桂,
雲 母 粉,麝 香 散 を服 用 した とい う(『 太 平広 記 』 巻 第2・ 彭 祖)。
正 史 の 隠 逸伝 に み られ る記 事 か ら一 例 を拾 遺 し よ う。 梁 の武 帝 が篤 く敬 い信 じた
鄰郁 は年 若 く して衡 山 の峻 峰 に隠棲 し,2問 ば か りの板 小 屋 を建 て て住 み,山 を下
りず に穀 類 を断つ こ と30年 以 上,そ の 間,谷 水 と雲 母 屑 だ け を 口に し,日 夜,大 洞
経 を誦 した 。登陏 βは武 帝 のた めに 丹薬 を調 合 した が,帝 は これ を服 さず,楼 閣 に こ
れ を貯 え置 い た,と い う(『 南 史 』 巻76・ 列 伝66・ 隠逸 下 ・鄲郁)。
正 史 に列 伝 をた て られ た人 物 で も雲 母 を服 した 人 士 が あ って,た とえ ば隋 末 か ら
唐 初 の武 人 で唐 の創 業 に あた って,王 世 充 や 竇 建徳 らの群 雄 討 伐 に大 き な働 き の あ
った 尉 遅 恭(字 は敬 徳)は,そ の 晩年 に雲 母 粉 を服 用 して,長 生 し よ うと した り,
はて は空 を飛 ぼ うと した,と い う記 載 がみ られ る(『 新 唐 書』 巻89・ 列伝 第14・ 尉
遅 敬 徳 伝,『 旧唐 書 』 巻68・ 列 伝 第18・ 尉 遅 敬 徳伝)。
ま た,隋 末 に勢 力 を もっ て呉 王 を称 し,の ち に唐 に帰服 したが,最 後 は反 乱 の疑
い を か け られ て暗殺 され た杜 伏 威 は神 仙 長 年 の術 を好 ん で雲 母 を服 した が,そ れ に
毒 され た とい う(『 新 唐 書 』 巻92・ 列 伝 第17・ 杜 伏 威伝)。
い っ ぽ う 『神 農 本 草 経 』 に は 「錬 餌 服 之,軽 身 神 仙 」 と記 され(『 神 農 本 草 経 』
巻 上 「雲 母 」),す なわ ち雲 母 を服 す る と身 が軽 くな って,長 生 す る と して お り,こ
れ に集 解 を加 え た陶 弘 景(452ま た は456～536)の 『本 草集 注 』(あ るい は 『神 農 本
草経 集 注 』)に は雲 母 の効 用 と して,「 耐寒 暑 」 「不老 」 「軽 身 」 「延 年 」 「志 高神 仙 」
な どが あ げ られ てい る(『 本 草 集 注 』巻2・ 玉 石 上 品)。
時 代 は 下 る が 明 の李 時珍 の 『本 草綱 目』 「金 石 部 金 類 」 にみ られ る雲 母 の項 目で
は,さ き に み た 『本 草集 注 』巻2「 玉 石 上 品 」 に雲 母 の効 用 が数:多 くあ げ られ て い
る。 な か で も久 し く服 す る と,と くに身 を軽 く し,命 永 らえ る とい い,ま た 容 貌 が
衰 えず老 衰 を知 らず,寒 暑 に 耐 えて志 高 く神仙 とな る と され て い る(『 本 草 綱 目』第
8巻 ・金 石 部 ・雲 母 ・主 治)。 諸 例 の 中の端 的 な仙 薬 と して の描 写 と して 『抱 朴子 』
の衛 叔卿 や 『旧唐 書 』 の 尉 遅 恭 の記 載 にみ られ る よ うに,身 を軽 く して 昇仙 をた す
け る とい う認 識 が あ る。 身 を軽 くす る とは物 理 的 に 体 が浮 く とい う意 味 で は な く,
体 調 が 良好 とな っ て,体 が 軽 く感 じ られ る こ と を指 す とも理 解 され るが,『 抱 朴 子』
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「仙薬」の衛叔の ように久 しく服用 して雲 に乗って飛 べ るようになった とい う例話
か ら,雲 母 には物理 的に浮遊 して,そ のまま仙 去す るとい う効能が認識 され ていた
と考 えて もよか ろ う。つま るところ,仙 薬 としての雲母の代表的な効能が神仙 とな
る ことをたす けることで あることは認 め られ よ う。 この よ うな雲母に も,雲 英,雲
珠,雲 液,雲 砂,隣 石 な どの種類 があるが,猛 火のなかに入れて も燃 えるこ とがな
く,土 中に埋 めて も永 く腐敗 しない ことか ら,人 をして長 生せ しめる仙薬 たる所以
とされてい る(村 上嘉実1956)。 仙薬 としての雲母 についての神仙 関係 の記述 を概
観 してきた が,仙 人になるた めの仙薬 のなかで,丹 や金液は稀少な物質で あ り,な
おかつ仙薬 として合成す るには錬 丹術 とい うよ うな高度の修行や知識 と複雑 な過程
を必要 とす るもの とは対照的 に,雲 母 は鉱物 と して も一般 的であるがゆえに身近な
仙薬 として用い られた とみ ることは許 され よ う。そ して,雲 母 の効能 としては長寿
や身 を軽 くして昇仙 をたす けることが,主 となっていた ことを確認 してお きたい。
仙薬 としての雲母は詩文 のなか にもと りあげ られ,一 例 をあげれば中唐 の詩人 ・
白居易(楽 天)の 「簡寂観 に宿す」のなかにも 「何 を以てか夜 の飢 を療 さん,一 匙
の雲母粉」 とある。 これ は簡寂観 とい う道観 において仙薬 としての雲母粉 を吟 じた
ものである。 中年以降の 白居易 は道 教に傾倒 した とい うが(平 野顕照1993),唐 代
における心象風景の中の仙薬の描写 と して も興味 をひ く。如上 の記載か らは,雲 母
が服用 され る時は 「雲母散」や 「雲母粉」 とい うよ うに,散 薬や粉末の状態 のもの
を用いる とい う認識 があった こ とも知 られる。
5.雲 母埋納行為の意 味
以上の史料 と文献 によって,雲 母 の用途 と機能 は次 の三つに大別 され る。
① 身分や威儀 を示す装飾 品 としての雲母
② 遺骸保存の役割 をもつ雲母
③ 仙薬 としての雲母
この よ うな雲母 の3種 の用途 について,文 献 の記載 と実際の考古資料 とに よって,
遺骸保全 とい う役割 と仙薬 としての用途 とい う3種 の用い方が実際 に存在 した こと
が判明 した。 これ らについて,最 後 に雲母の用途 によって,時 期 をおいなが ら整理
して例示 してみたい。
まず,中 国古代 の墳墓における雲母使用のなかで も,時 期的に さかのぼ る事例 と
しては漢墓 の雲母埋納が知 られ る。す なわ ち,陝 西 ・咸 陽師範学院科技工地楼基 内
1号 墓が あげられ る。 ここでは陪葬坑 のなかか ら,大 量 の雲母片が出土 してい る。
この陪葬 坑 は盗掘 を受 けてお り,埋 葬 当初の副葬 品配置 はわか らないが,少 な くと
も墓底に雲母片が堆積 していた状況 が うかがえ る。
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このよ うな雲母 の埋納状況 は,す でにみた 『西京雑記』や 『太平御 覧』所 引 「東
園秘記」,『捜神記』な どを引いて示 した よ うな墓 内に積 み置 いた とい う説話 と同 じ
く,実 際 の漢墓 において も,墓 底に雲母を敷 き置 くとい う行為 が存在 したこ とを示
している。 もちろん,こ の事例 をもって,説 話 の記載内容 の真偽 をと うつも りはな
いが,遅 くとも前漢代には墓 内に雲母を敷 き置 くとい う風習 が存在 した ことが明 ら
か となった。そ のよ うな行為 の具体的な意味を論ず るには実例不足の感 は否 めない
が,お そ らくは説話に示 され るよ うに墓内の遺骸 に対 し,さ らに陪葬坑への埋納 か
ら勘案す る と副葬品 をも対象 として,雲 母 によるそれ らの保全 が期待 され ていた と
い う一つ の推定がな りたっ。
時代 がやや下 る墓で,こ の遺骸保護 の役割 をもつ雲母の埋納 を,具 体的に示す実
例 が,山 東 ・曹植 墓である。 この墓では棺 内に雲母 を敷 き詰 め,そ の上に遺骸 を安
置 していた。 さ らに副葬 品には 「丹薬」印刻銘 のある陶罐 があ り,こ の墓 の葬送思
想 には神仙思想お よび道教 的信仰が存在 した ことがわか る。 これ によって,筆 者 が
かつて論 じた よ うに,墳 墓 にお ける雲母 の埋納が神仙 思想 および道教的信仰 によっ
てな された葬送行為であるこ とが証 された。
いっぽ う,こ のよ うに器物 の装飾 として用 い られた例 としては,北 周 ・田弘墓 が
あげ られ る。 この墓か らは雲母板に金 箔を貼 り付 けた後,忍 冬文 などの文様 に切 り
抜 いた破片345点 が出土 してお り,報 告書 では 「輿」または 「輦」の装飾 としての
雲母 の使用 を想定 している。具体的な使用方法 は措 くとしても,金 箔が施 され た雲
母 は装飾 と考 えるほかはなかろ う。
北魏 の高雅墓では,雲 母片その ものにはなん らの装飾 も施 されていないが,雲 母
片 とともに金箔が散在 して出土 してい る。 この場合 には,雲 母 と金箔が ともに,な
ん らかの装飾 として用い られた とい う可能性 とともに雲母片 そのものが遺骸 または
墓内に散布 された ことも想定す る必要があろ う。
さきにあげた北周の 田弘墓で 出土 した金箔 を貼 り付 けた雲母板 も,元 来は装飾 品
であったか,ま たは,そ れ が本来付属 していた器物か ら取 り外 されて,墓 内に散布
され た可能性 も考 えられ る。
南朝墓 では江蘇 ・丹陽呉家村南朝墓で銀製装飾 品 とともに雲母 が出土 してお り,
これ も河北 ・景県高雅墓 と同 じく装飾 あるいは雲母片その ものの埋納 とい う両様 の
可能性が考 え られ る。
また,南 朝墓 出土の雲母 で注意すべきは南京 ・仙鶴観6号 墓西棺か ら出土 した鑒
金銀製鼎の 内部か ら出土 した資料であ る。す でにふれた よ うに,こ れ は散薬状 を呈
した雲母片で あ り,文 献に雲母粉 としてみえる仙薬 と考えて よかろ う。
その他の漢代か ら両晋 南朝墓か ら出土す る雲母片 については,未 だ知 られ る事例
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が少 ない こ とを勘案 して も,金 箔 な どの装飾 を施 された例が知 られていない。 これ
らについては,事 例 の少 なさと詳細 な報告 のない ことか ら,断 案は さけたいが,雲
母片その ものの埋納 が中心 となっていた可能性 がある。
このよ うに実際の出土例か らは,前 漢代 には墓内に雲母そのもの を散布す る習俗
が存在 した ことが知 られた。また,そ の後 の南北朝期には明 らかに装飾 として の雲
母 の例 もみ られ る。 これ らの墳墓 出土の雲母 か ら,古 代における雲母埋納 の意味 に
つ いて,現 状における見通 しを述べ てお く。す なわ ち,漢 代 に雲母が墳墓 に積み置
かれ る状態で埋納 され,魏 晋の時期 に も同様 にその よ うな埋納の様 相を経 て,南 北
朝 時代 にな ると,こ のよ うな埋納 とともに,雲 母片 に金箔な どの装飾 が施 され,お
そ らく,な ん らかの器物や皮革製 品あ るいは布製品の装飾 として も用い られた と考
え られ る。
この よ うな変遷 が想 定 され る中国古代墳墓 にお ける雲母 の埋納 は,『 西京 雑記』
な どを引いてみた ように,当 初 は遺骸保存 の意 味を期待 され ていたのであ り,そ れ
が変容 して装飾の一部 として も用い られた と推定 され る。 そ して,こ の ような雲母
使用 には神仙 思想お よび道教的信仰 における仙薬 としての意 味が,そ の基底 に存在
す るもの と思量する。
ま とめ
本論では,ま ず,東 アジア にお ける古代墳墓 出土の雲母に関す る研 究史 をみた後
に,漢 代か ら南北朝 時代 にいた る墳墓 か ら出土す る雲母片の実例 を暼 見 し,文 献記
載 か ら同時期 における雲母 の使 用法 を概観 した。それ によると雲母には,装 飾,遺
骸保存,仙 薬 とい う主 な使用法お よび用途 があるこ とが知 られた。そ して,実 際の
墳墓 出土例 においては,漢 代墳墓で は墓内に散布 された例があ り,曹 魏 の曹植墓で
は棺 内に敷 き置かれ る状態で雲母が用い られ ているこ とか ら,漢 代か ら引き続 き行
われ た遺骸保存のための機能 を期待 された と考 え られ るが,曹 植墓 よ り伴出 した「丹
薬 」銘陶罐 に示 され るように神仙 思想 お よび道教的信仰 と関連 していた ことが わか
った。その後,南 北朝期 の墳墓か らは,金 箔や漆 を施 し,穿 孔 された雲母 が出土す
ることがあ り,文 献では手風 な どに用い られた とみ える装飾 としての雲母 の実際の
例 を示 してい る。ただ し,南 京 ・仙 鶴観6号 墓の ように,鑒 金銀製鼎に雲母砕片 を
いれ て,副 葬 された場合 は,服 用のた めの仙薬 として の雲母の用途があったこ とを
端 的に示 してい る。
これ らの例 のよ うに,時 代 によ り,遺 骸保 存か ら仙薬そ して,装 飾品へ とい う大
まかな流れ はあるにして も,神 仙思想お よびそれ にも とつ く道教的信仰に よって,
中国古代墳墓 に雲母 が散布 され,あ るいは副葬 されている らしい ことが予想 された。
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本論 であげた雲母 出土墳 墓の例 はわずかであるが,端 緒 としての論 を提示 し,諸 般
の教示 をえて,今 後,資 料 を集成す ることによって,こ こで示 した仮説 をよ り実証
的な論へ と展 開 させた く思 う。
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